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トルコ語における自動詞化マーカーとしての01-について


























2) Ali doktor ol-du.
アリ 医者 なる-Past
"アリは医者になっだ'
3) Mine hasta ol-du.
ミネ 病気 なる-Past
"ミネは病気になっだ'







5) Bu tarla havuz o卜du.
この 畑 プール なる-Past
"この畑はプールになった"
6) Bu oda banyo ol-acak.
この 部屋 お風呂 なる-Put
"この部屋はお風呂になる"
7) Bu demir igne o卜acak.






8) Ben hemen banyo o卜du一m.
私 すぐ お風呂 なる-Past-1.SG
"私はすぐお風呂に入っだ'
9) sinan dtin i帥e ol-du.

















ll) sinan dan kbt也 iかe o卜du.










奥津(1967)は､｢スル｣と ｢ナル｣ の対応関係を下記の通りに紹介している｡｢a.生徒ハ ソノ文ヲ










































述語名詞 他動詞性 ⇔ 自動詞性
at(なげる) ⇔ ye(食らう)
°ayak(叩き) dayakat叩く dayakye 叩かれる
baklS(一目) baklSat見る baklSye 見られる
fark(差) farkat差をつける farkye 差をつけられる
ver(あげる)⇔ al(もらう)
ceza(罰) cezaver罰する cezaal罰される










13) a.Kemal Ali-ye cezaver-di. (主語-agent) 項の数 :2











14) a.Kemal Ali-yi cezalandlr-dl. (主語=agent) 項の数 :2



















15) Ali Ayse-yl PlSman et-ti.
アリ アイシェ Aーcc 後悔 する-Past
"アリはアイシェを後悔させだ'







17) Beni iki sey motive et-ti.
私-Acc 二 物 動機 する-Past
"二つのものが私に動機を与えてくれだ'
18) Ben ikisey ile motive o1-du一m.









19) a.Berber Hasan-1 traS et-ti.
床屋さん ハサン Aーcc 散髪 する-Past
"床屋さんがハサンを散髪しだ'
b.Hasan berbertaraflndan tras ed-i1-di. (形態的な受動態)
ハサン 床屋さんによって 散髪 する-Pass-Past
"ハサンが床屋さんによって散髪されだ'









20) a.ceptelefonu一m omakina-da !arJO卜du.
携帯電話-1sgPoss その機械-Loc 充電 なる-past
"私の携帯電話はその機械で充電した"
b.Ceptelefonu-m omakina-da sarJ et-ti.
携帯電話-1sgPoss その機械-Loc 充電 する-Past
"私の携帯電話はその機械で充電しだ'
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荏
本論文では次のような略を使用した｡Ace:対格 Dat:与格 Fut:未来形 Pass:受身形 Past:過去形 Pres:現在
l｢あいまい性を持つ副詞の付加｣テストは日本語や英語などのような副詞と形容詞をはっきり分ける言語において用いること
は不可能である｡日本語の場合は､形容詞は ｢十い｣または ｢十な｣の形で表われ､同じ単語は副詞として用いられる場合
は ｢+い｣- ｢+く｣になり､｢十な｣- ｢十に｣になる｡一方､英語も i.abadbo)′ で形容詞である badはi.theboy
talksbadZyで見られるように ｢-1y｣を付加して副詞化するのが通常である.さらに英語にはgood-welのような不規則な
対応関係を持つ形容詞と副詞も存在するが トルコ語で見られるようなあいまい性を生じさせるようなものは存在しないた
め､本テストはトルコ語のような言語にしか適応できないと思われる｡
i.(12)はKornfilt(1995)で用いられているまま引用している.しかし､著者が日本語との比較を明瞭に示すために和訳をつけ
ている｡また､(12b)のグロスに示されているMはKornfjltによる中間的なヴォイスをさすMiddleの略であり､トルコ語言語
学で一般に使われている用語ではない｡
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